

















































ら庸布が 2 丈 6 尺に規格された背景を推定し，吉川は 7 世紀末～ 8 世紀社会における常布の規格と









































その後，大宝令では，賦役令において 1 丁分の調布 2 丈 6 尺を 2 丁分に合成した布の規格を 1 端
=5 丈 2 尺と定めた（№ 2）。それが，養老元年（717）の改訂により（№ 10），1 端は長 4 丈 2 尺，
幅 2 尺 4 寸に織成された調布と調庸布（1 丁分の輸貢額である調布 2 丈 8 尺と庸布 1 丈 4 尺を合成
したもの）の規格となった。その後，『続日本紀』は天平年間における端の規格変更を伝えるが（№
13），正倉院に伝来する調布・調庸布の実物より，8 世紀段階における 1 端の規格は，養老年間に




（№ 1），続く大宝令では，正丁の歳役 10 日分として庸布 2 丈 6 尺の基準が定められた（№ 2）。と
ころが，これらの一連の史料には段単位の記載はない。庸布の単位としての「段」が制度上に明記
されるのは，『続日本紀』や集解が伝える和銅 6 年（713）制である（№ 7）。そこでは，庸布 1 丁
355
［日本古代における布の単位「端」と「段」について］……大隅亜希子
№ 西暦 年月 出典 記事 備考
1
646 大化 2 年 日本書紀  田 1 町ごとに絹 1 丈　　　4 丈で疋
 田 1 町ごとに絁 2 丈　　　4 丈で疋
 布 4 丈　　　4丈で端
 貲布（サヨミノヌノ）　  　1 丈 2 尺
   庸布 1 丈 2 尺
2
701 大宝元年 賦役令  絹・絁　　長 5 丈 2 尺×幅 2 尺 = 疋（6 丁 1 疋）
 美濃絁　　長 5 丈 2 尺×幅 2 尺 = 疋（8 丁 1 疋）
 布　　　   長 5 丈 2 尺×幅 2 尺 4 寸 = 端（2 丁 1 端） 調布：1 丁分は 2 丈 6 尺
 望陁布　   長 5 丈 2 尺×幅 2 尺 8 寸 = 端（4 丁で 1 端）　　　1端 =5丈 2尺
賦役令  庸布 ･･･ 正丁歳役 10 日分として，布 2 丈 6 尺 庸布：1 丁分は 1 丈 3 尺
3 702 大宝 2 年 続紀  始，頒度量于天下諸国。




和銅 4 年    5 月 続紀
　
 穀と銭の換算率を定める。 銭 1 文 = 穀 6 升
　　　   閏 6 月  挑文師を諸国に派遣。錦綾の教習。
6 712 和銅 5 年  12 月 続紀  調庸の銭納の換算率を定める。 銭1文=布1常
7
713 和銅 6 年    2 月 続紀
  
 始，制度量・調庸・義倉等類五条事。
　　・6 尺 =1 歩（高麗尺の廃止）　　　　 （集解） 庸布：1 丁分は 1 丈 3 尺
　　・庸布2丁で1段　　長さ2丈6尺　 （集解） 　　　1段 =2丈 6尺
　　・義倉賦課の基準（9 等戸）　　　　   （集解）　
　　　       4 月  頒下新格幷権衡・度量於天下諸国。
8
714 和銅 7 年    2 月 続紀  商布2丈6尺=1段 常布の使用禁止
　（常布 = 1 丈 3 尺）　
　　　　    2 月  上総国の調布を細布に改める。（3 丁で 1 端） 細布 1 端 = 6 丈




養老元年 　4 月 続紀  定調庸斤両及長短之法。
　　　　　 5 月 　　諸国の織綾は 6 丁で疋とする。
               11 月  絹・絁の規格を改訂
10
717 養老元年   12 月 集解  調庸布の長さを改訂
         調布：長 4 丈 2 尺×幅 2 尺 4 寸 = 端 調布「端」
　　　　　　　　　　　   1 丁の輸貢額 2 丈 8 尺 長4丈2尺×幅2尺4寸
         庸布：　　　　　   1 丁の輸貢額 1 丈 4 尺 （約 1250㎝×約 72㎝）
　∴調布 2 丈 8 尺 + 庸布 1 丈 4 尺 =4 丈 2 尺 =1 端 調庸布「端」
                                       
⇒
長4丈2尺×幅2尺4寸
                    調庸の合成で4丈2尺=端
                    庸布は 2 丁で 1 段　　1段 =2丈 8尺  庸布「段」
     常陸曝布　3 丁で 2 端 長2丈8尺×幅2尺4寸
     上総細布　長 2 丈 1 尺× 2 丁 =1 端 （約 830㎝×約 72㎝）
     望多布　　長 1 丈 4 尺× 3 丁 =1 端
　  絁を輸す郷，上総国，常陸国は　2 丁 = 庸布 1 段
11
719 養老 3 年    5 月 続紀  調絹・絁の規格を定める。 
          長 6 丈×幅 1 尺 9 寸 =1 疋
12 720 養老 4 年    5 月 続紀  尺様（尺の見本）を諸国へ頒布。
13
736 天平 8 年　 5 月 続紀  調庸布の規格を定める。
　1 丁分の調布：長 2 丈 8 尺×幅 1 尺 9 寸
　1 丁分の庸布：長 1 丈 4 尺×幅 1 尺 9 寸
　　　調庸の合成で 4 丈 2 尺 = 端
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分の輸貢額 1 丈 3 尺を 2 丁分に合成した 2 丈 6 尺を 1 段と定めている。続く養老元年（717）には，
正丁 1 丁分の庸布の輸貢額が 1 丈 4 尺に改訂されたことをうけて，1 段は 2 丁分を合成した 2 丈 8 尺
となった（№ 10）。このように，布の単位である端や段の規格は，7 世紀後半から 8 世紀前半におけ
る調庸制の整備過程の中で幾たびかの変更を重ね，最終的には養老元年に定める次の規格に落ち着
いたのである。
　　　　端 : 長さ 4 丈 2 尺（約 1250㎝）　　幅 2 尺 4 寸（約 72㎝）
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これより，例えば布 1 端が支払われる作業量について，写経生は紙 40 張，校生は校正 2 回分で紙









      校紙 640 張料　　　　２丈６尺６寸
  　 装潢 328 張料            ３丈４尺３寸
　　題経 16 巻料         　        ６尺４寸　　
    　                   計８端 ５丈 16 尺 13 寸
   10 尺＝１丈，10 寸＝１尺なので，







5 丈 16 尺 13 寸」となり，丈，尺，寸の単位
の繰り上げをおこなうと「8 端 6 丈 7 尺 3 寸」
となる。そして，1 端 =4 丈 2 尺とみなして，
6 丈 7 尺を端の単位へ繰り上げると，8 端 6
丈 7 尺 3 寸は「9 端 2 丈 5 尺 3 寸」になる。





























この数値は，帳簿に記載された布施料 9 端 2 丈 5 尺 3 寸と一致する。この場合の布施料の調布が，



























　掃部司では，最初に仕丁 38 人分の衣料の総量を「庸布 18 段」と書き，続いて，その内訳につい
ては，甲賀宮「布 11 段」，久尓宮「布 7 段」のように，「庸布」を「布」と省略して記した。これ
360
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　続いて，このような庸布の単位「段」の規格が，養老元年格に基づいた 2 丈 8 尺であったことを，





№ *1 月日 巻*2 頁*2 請求元 庸布 布 № *1 月日 巻 *2 頁 *2 請求元 庸布 布
1 2/18 2 411 内蔵寮 11 段 24 4/20 2 414 掃部司 18 段
3 2/21 2 393 式部省 ７段 　 　 　 　 掃部司（甲賀宮） 11 段
　 　 　 　 式部省 6 段 　 　 　 　 掃部司（恭仁宮） ７段
　    式部省（難波宮） １段 25 4/22 2 433 宮内省 104 段
4 2/21 2 395 式部省 11 段 26 4/17 2 400 大膳職 74 段
5 2/21 2 392 治部省 ３段 27 4/17 2 401 木工寮 ２段
6 2/20 2 389 雅楽寮 ２段 28 4/17 2 402 大炊寮 32 段
7 2/20 2 390 玄蕃寮（甲賀宮） ２段 　 　 　 　 大炊寮（甲賀宮） 28 段
　 　 　 　 玄蕃寮（恭仁宮） 14 段 　 　 　 　 大炊寮（難波宮） １段
9 2/21 2 395 葬儀司 １段 　 　 　 　 大炊寮（難波宮） ３段
10 2/21 2 396 民部省３月粮 78 段 29 4/17 2 404 主殿寮 72 段
　 　 　 　 民部省（甲賀宮） 71 段 30 4/17 2 405 典薬寮 ２段
　 　 　 　 民部省（恭仁宮） 6 段 31 4/18 2 413 正親司 １段
民部省（難波宮） １段 32 4/17 2 406 内膳司 39 段
11 2/21 2 394 主計寮 ２段 33 4/17 2 407 造酒司 １段
12 2/20 2 391 刑部省 27 段 34 4/18 2 413 官奴司 １段
　 　 　 刑部省（囚獄司） 21 段 36 4/17 2 407 内掃部司 38 段
13 4/14 2 398 中宮職 23 段 　 　 　 408 内掃部司（甲賀宮） 30 段
14 2 469 皇后宮職 ３段 　 　 　 　 内掃部司（恭仁宮） ８段
16 4/18 2 410 左大舎人寮 ２段 37 4/17 2 409 筥陶司 ２段
　 　 　 左大舎人寮（廝丁） ２段 38 4/17 2 409 内染司 １段
17 4/18 2 412 内蔵寮（甲賀宮） ６段 39 4/21 2 427 右衛士府 241 段
　 　 　 　 内蔵寮（恭仁宮） ５段 　 　 　 428 右衛士府（甲賀宮） 241 段
18 4/21 8 543 民部省粮文 73 段 40 4/21 2 424 左兵衛府 ４段
19 4/21 2 431 主計寮 ２段 41 4/21 2 426 右兵衛府 ３段
20 4/21 2 430 主税寮 ２段 42 4/21 2 423 左馬寮 32 段
21 4/21 2 417 兵部省（放鷹司） ４段 43 4/21 2 424 右馬寮 30 段
　 　 　 　 兵部省（皷吹司） ２段 44 4/21 2 432 □兵庫 ２段
22 4/22 2 418 刑部省 22 段 45 4/20 2 415 左京職 ２段
　 　 　 　 刑部省 6 段 46 2 479 右京職 ２段
　 　 　 　 刑部省（囚獄司） 16 段 47 4/21 2 422 （春宮坊） 50 段
23 4/21 2 420 大蔵省 ７段 50 4/21 24 293～294 造宮省 １段
　 　 　 293～295 造宮省 402 段
* 1   列「№」は櫛木論文表 2―1 の番号に対応している。




《A》「雑工等手衣料」と《B》「熟銅火作工 2 人衣袴料」の内訳の検討から，庸布 1 段の長さが推
定できる。例えば，《A》雑工等手衣料 1 段の内訳である鋳工料 1 丈 6 尺と瓦工料 1 丈 2 尺を合計
すると 2 丈 8 尺となり，雑工等手衣料 1 段の長さが 2 丈 8 尺であったことがわかる。二人分の衣料・
袴料に関する《B》については，衣 1 領につき 1 丈 7 尺の庸布を使用するとあるので，二領分は 3 丈
4 尺となる。これを 1 段 =2 丈 8 尺として換算すると 3 丈 4 尺 =1 段 6 尺となる。これは，衣 2 領料
分の「1 段 6 尺」と一致する。天平宝字年間における庸布の「段」の長さは，養老元年格にもとづ
























 　     93 段自法花寺給出（４年 11/9）
　       ３段自院中請（２段同年 3/7　１段 3/18）
　　      用 96 段
　　　       93 段雑工等宝字四年冬衣服料
　　　        １段雑工等手衣料 ･･･《A》 
　　　　　        １丈６尺鋳工料
　　　　　        １丈２尺瓦工料
　　　        １丈取雑銅物﨟様料
　　　        １段１丈８尺熟銅火作工２人衣袴料 ･･･《B》
　　　              １段６尺衣２領料（銅領別１丈７尺）
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№ 巻―頁*1 行 *1 年紀 布単位 記事内容 備考 *2
1 1-15 8 文武 3 年（699） 端 多産褒賞 絁（疋）綿（屯）稲（束）
2 1-31 11 文武 4 年（700） 端 多産褒賞 絁（疋）綿（屯）稲（束）
3 1-33 10 大宝元年（701） 　 段 新羅大使への賻物 絁（疋）綿（斤）
4 1-39 4 大宝元年（701） 　 段 任官賜物・賜田 絁（疋）糸（絇）鍬（口）鉄（斤）
5 1-79 8 慶雲元年（704） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）糸（絇）鍬（口）
6 1-81 2 慶雲元年（704） 端 多産褒賞 絁（疋）綿（屯）
7 1-95 4～11 慶雲 3 年（706） 端 大射の禄法
8 1-105 6 慶雲 3 年（706） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）糸（絇）鍬（口）正税（束）
9 1-123 13～14 慶雲 4 年（706） 端 大赦賜物
10 1-163 8 和銅 3 年（710） 端 位階・賜物 絁（匹）
11 1-169 16 和銅 4 年（711） 端 多産褒賞 絁（匹）綿（屯）稲（束）
12 1-185 1 和銅 5 年（712） 端 正倉建造の褒賞 絁（匹）
13 1-201 10 和銅 6 年（713） 端 功労者褒賞 絁（匹）糸（絇）塩（籠）穀（斛）
14 1-209 13～14 和銅 7 年（714） 　 段 糸・綿・布の貯備奨励 糸（斤）綿（斤）
15 2-5 5 霊亀元年（715） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）稲（束）
16 2-23 6 養老元年（717） 端 善政への褒賞 綾（疋）絹（疋）絁（疋）綿（屯）
17 2-35 6 養老元年（717） 端 弔賻 絁（疋）糸（絇）白綿（斤）
18 2-37 3～4 養老元年（717） 端 老人への賜物 絁（疋）綿（屯）粟（石・斗）
19 2-85 16 養老 5 年（721） 端 学術技芸者への褒賞 絁（疋）糸（絇）鍬（口）
20 2-87 養老 5 年（721） 端 学術技芸者への褒賞 絁（疋）糸（絇）鍬（口）
21 2-89 1 養老 5 年（721） 端 学術技芸者への褒賞 絁（疋）糸（絇）鍬（口）
22 2-99 10 養老 5 年（721） 端 褒賞 絁（疋）綿（屯）
23 2-131 3～4 養老 7 年（723） 　 常 農耕奨励 種子（斛）鍬（口）
24 2-137 7～8 養老 7 年（723） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）稲（束）
25 2-149 13 神亀元年（724） 端 弔賻 絁（疋）
26 2-151 1 神亀元年（724） 端 坂東の調練 綵帛（疋）絁（疋）綿（屯）
27 2-153 7 神亀元年（724） 端 弔賻 絁（疋）糸（絇）
28 2-167 5 神亀 3 年（726） 端 叙位賜物 絁（疋）綿（屯）
29 2-173 1 ～ 2 神亀 3 年（726） 端 文人への賜物 絁（疋）綿（屯）
30 2-183 11 神亀 4 年（727） 端 産養による賜物 綿（屯）稲（束）
31 2-191 3 神亀 5 年（728） 端 曲水の宴　賜物 絁（疋）
32 2-199 10 神亀 5 年（728） 端 高齢致仕への賜物 絹（疋）絁（疋）綿（屯）
33 2-201 16 神亀 5 年（728） 端 弔賻 絁（疋）糸（絇）綿（屯）
34 2-203 15～16 天平元年（729） 端 五位以上高齢者への賜物 絁（疋）綿（屯）
35 2-219 2 ～ 3 天平元年（729） 端 祥瑞改元による賜物 絁（疋）綿（屯）
36 2-221 2 天平元年（729） 端 賜物 絁（疋）綿（屯）大税（束）
37 2-227 2 天平元年（729） 　 常 陸奥鎮所　賜物
38 2-269 9 天平 5 年（733） 端 西海道の兵器新造料（調布）
39 2-269 9 天平 5 年（733） 　 段 西海道の兵器新造料（常布）
40 2-335 9 天平 9 年（737） 端 玄昉への賜物 絁（匹）綿（屯）糸（絇）
41 2-355 6 天平 11 年（739） 端 善政への褒賞 絁（匹）正税（束）
42 2-361 14～15 天平 12 年（740） 端 賜物（渤海大使）（調布）
43 2-361 14～15 天平 12 年（740） 　 段 賜物（渤海大使）（庸布）
44 2-407 13～14 天平 14 年（742） 端 造宮禄への賜物 銭，絁（疋）綿（屯）
45 2-441 3 天平 16 年（744） 端 賜物
46 2-443 6～7 天平 16 年（744） 端 賜物 絁（疋）綿（屯）銭
47 3-81 16 天平勝宝元年（749） 端 諸寺施入 絁（疋）綿（屯）稲（束）
48 3-83 1～4 天平勝宝元年（749） 端 諸寺施入 絁（疋）綿（屯）稲（束）




№ 巻-頁*1 行 *1 年紀 布単位 記事内容 備考 *2
50 3-227 8～10 天平宝字元年（757） 端 祥瑞褒賞　　　　（調布） 絁（疋）調綿（屯）正税（束）
51 3-249 12 天平宝字2年（758） 端 祥瑞褒賞　 絁（疋）綿（屯）正税（束）
52 3-411 5 天平宝字6年（762） 端 弔賻 絁（疋）鉄（廷）
53 3-413 9 天平宝字6年（762） 端 善政への褒賞 絁（疋）稲（束）
54 3-415 5 天平宝字6年（762） 端 弔賻 絁（疋）糸（絇）米（石）
55 4-85 9 天平神護元年（765） 端 褒賞（飢饉対策）（調布） 絁（疋）糸（斤）調庸綿（屯）
56 4-85 9 天平神護元年（765） 　 段 褒賞（飢饉対策）（商布） 絁（疋）糸（斤）調庸綿（屯）
57 4-205 10 神護景雲2年（768） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）正税（束）
58 4-285 7～8 宝亀元年（770） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）稲（束）
59 4-319 1 宝亀元年（770） 　 段 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）正税（束）
60 4-343 2 宝亀 2 年（772） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）正税（束）
61 4-391 7 ～ 8 宝亀 3 年（773） 端 祥瑞褒賞 絁（疋）綿（屯）
62 5-17 4 宝亀 7 年（777） 端 弔賻 絁（疋）
63 5-27 10 宝亀 8 年（778） 端 賜物（高齢）　調布 絁（疋）糸（絇）



















第 3 条より布の規格を整理したものである。調布は長さ 4 丈 2 尺，幅 2 尺 4 寸，庸布は 2 丁分で 1 段






















































庸布 巻 36 主殿寮式 812-6（九条家本は段）
商布
巻 22 民部式　 592-2，3，4，5，12
巻 32 大膳式上 764-16
巻 15 内蔵寮式（426-14 九条家本は端）
交易商布 巻 15 内蔵寮式 415-12
「段」で数える調布
種類 巻 項・行







紺調布 巻 5 斎宮式 111-8
常陸調布・上総
調布・下総調布 巻 5 斎宮式 127-9
縹調布 巻 5 斎宮式 111-8
細布 巻 5 斎宮式 102-2/107-8，12/108-2/111-8, 9/123-2，15/127-9
上総細布 巻 5 斎宮式 127-9
曝布






































































作布とは，例えば，永延 2 年（988）11 月 8 日「尾張国郡司百姓等解文」では，交易雑物の不正に
関する訴えの第 7 条に絹，信濃布，麻布とともに列記されている
（33）
。そこでは絹の代価が頴稲 40 ～ 50





























　望陀布五十段                   代三貫五百文
　庸布八十七段七尺              代四貫三百六十文
　租穀六百石　　　　　　　  　 代十九貫八百文
　中男作物荏油八斗三升         代八貫三百文






      可下上品手作布肆拾壹端参丈事
右，東大寺長久三四年御封代准銭百廿五貫肆百卌文代，所下如件，       
　　　　　　　　 　　　 　　 永承元年五月九日                          　 」
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延 喜 式 別 聚 符 宣 抄 政 事 要 略










遠江 貲布 12 端 　
山香郡の調庸は布
駿河 倭文（しず）31端 布 商布2100端＊ 商布500段 商布500段 商布500端 商布500段
伊豆 布







相模 紺布 60 端 布 布 商布6500端
縹布 40 端 布1500端
武蔵 紺布 90 端 布 布 布1500端 調布926端 調布926端 調布926段 調布926端
縹布 50 端 商布11100端
黄布 40 端











上総 緋細布 20 端 望陀布 布 商布11420段 細布 20 端 細布 20 端 調布 20 段 細布 20 端
薄貲布 114 端 細布 布1590端 商布 2800 段 商布 2800 段 商布 2800 段 商布 2800 段







下総 紺布 60 端 布 布 布 1590 端 調布 1050 端 調布 1050 端 調布 1050 端
縹布 40 端 商布 11050 段
黄布 30 端




商布 2500 段 商布 2500 段 商布 2500 段 商布 2500 端
飛驒 浮浪人は商布 商布 商布 500 段 商布500端 商布 500 段 商布 500 端









縹布 30 端 布 1500 端
浮浪人は商布
上野 紺布 50 端 布 布 布 1509 端
商布 7731 段
2尺2寸8分




下野 紺布 80 端 布 布 布 1436 端 調布 1000 端 調布1000端 商布 1000 段 調布 1000 段
縹布 15 端 商布 7003 段
榛布 10 端
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越後 布 　 狭布 布 商布1000端
越中 商布1200段
佐渡 布 布 布 調布80端 調布80端 調布80段 調布80段
隠岐 布
播磨 布
筑前 貲布 35 端 布 布
筑後 貲布 32 端 布
肥前 貲布 26 端
肥後 貲布 37 端 80端
布120 端
豊前 貲布
豊後 貲布 20 端 布 布
日向 布 布
大隅 布 　 布
薩摩 布
＊端別 2 丈 6 尺
年号 西暦 天皇 出典 褂 絹 綿 布 衾
延長元年 923 朱雀 延喜御記 褂衣20条 白絹 20 疋 赤絹100 疋 綿 500
調布
500 端
貞信公記 白褂10条 赤褂 10 条 白絹 20 疋 赤絹100 疋 綿 500 屯
調布
500 端





吏部王記 褂 絹 綿 布 衾
青縹帋 白大褂裹15重 白絹 20 疋
赤絹
100 疋 綿 500 屯
布
500 端 衾25領 赤衾20条
寛弘５ 1008 後一条院 不知記 大褂25領 絹 120 疋 綿 300 屯 信濃布500 端
寛弘６ 1009 御朱雀院 外記 絹 200 疋 綿 300 屯 信野布500 端
又外記 絹 200 疋 綿 300 屯 信濃布500 反
1009（参考） 『御堂関白記』 大褂17領 白絹 120 疋 綿 500 屯
信濃布
500 端
康和元年 1099 鳥羽 大記 大褂25領 絹 120 疋＊ 綿 300 屯＊ 信濃布300 段
保安 5 年 1120 通仁親王 忠教卿記 大褂20領 凡絹 200 疋 白布120 段 黄衾6領
6 丈絹 6 疋
表７　『御産部類記』にみる産養第七夜の禄物（繊維製品）
＊『御産部類記』では綿 120 疋　絹 300 屯とするが，表では前後の数量から訂正した数字を書き加えた。






















のである。第七夜で賜う布が，10 世紀段階では「調布 500 端」であったが，寛弘 5 年（1008）以












第 3 章にて指摘したように，式文中における布の単位は，基本的に 8 世紀以来のルールに基づいて，
端と段とを書き分けていたとみられる。そのような中で，巻 5 斎宮式のみは，調布についても，庸
布と同じ「段」で数えていることは特筆される。








うに，産養の第七夜に朝廷から賜る布は，10 世紀から 11 世紀にかけて調布から信濃布へと変化し
ていた。朝廷では，信濃布とよばれていた布を保有していたのである。信濃布は，どのような歴史
的背景の中で誕生し，広がっていくのだろうか。現段階では，信濃布や手作布の規格は，おそらく


















［『土浦市立博物館紀要』24 号，2014 年 3 月］がある。











（11）――吉川真司「常布と調庸制」［『史林』67 巻 4 号，






























ノ 582 ～ 583」は『大日本古文書（編年）』巻数と頁数
をさす。以下，本稿ではこのように略記する。
（23）――既に先学によって指摘があるように，写経所の


















文館，2003 年 11 月］を参照。
（27）――帳簿上で布の単位を訂正している例として，
続々修 18 帙 1 第 2 紙の「處々雑物充帳」［『大日本古文
書（編年）』25 ノ 211］がある。この断簡を，鷺森弘幸
は神亀 4 ～ 5 年（727 ～ 728）頃の藤原光明子家の蔵の
管理に関する文書と指摘している［「藤原光明子家に関
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（山梨大学非常勤講師，国立歴史民俗博物館共同研究研究協力者）




















































   絹絁六丈為疋。調布四丈二尺為端。庸布二丈八尺為端。
　商布二丈五尺為端（或二丈六尺　和銅七年府）
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On Tan 端 and Dan 段, Units of Measure Used for Textiles in Ancient Japan
OSUMI Akiko
      Textiles in ancient Japanese society were used not only as material for clothing and other crafts, 
but also as goods with monetary value. For this reason, products differing in production area and 
quality were managed in units of measure such as tan 端 and dan 段 that were standardized. Textiles 
known in ancient Japan as cho-fu 調布 (cloth as tax-in-kind) and yo-fu 庸布 (cloth paid as tax to avoid 
forced labor) consisted of linen. One tan of cho-fu was prescribed to be four jo-  丈 and two shaku 尺 
(ca. 12.5 m) in length and two shaku and four sun 寸 (ca. 0.72 m) in width, while one dan of yo-fu was 
prescribed to be two jo-  and eight shaku (ca. 8.3 m) in length and two shaku and four sun in width. 
In other words, tan and dan were originally two units of measure employed for different goods and 
followed different standards. However, starting from the tenth century, the distinction between tan 
and dan becomes blurry, and from the eleventh century, it disappears altogether, so that tan and dan 
are used interchangeably.
      In this paper, we trace this process within Japanese society from the eighth to the eleventh century, 
through the study of documents from Sho-so-in, the Engishiki, and various tenth and eleventh century 
historical sources. In particular, the Engishiki is rich in information concerning textile products, and 
we surmise it is possible that the text conveys details on textiles from the period of its implementation. 
In addition, we  point out that such context constituted a moment of transition from the ancient to the 









を，正倉院文書，『延喜式』，そして 10 世紀から 11 世紀の史料により具体的に跡づける。中でも，
『延喜式』には，たくさんの繊維製品に関する情報がある。『延喜式』にみる「布」に関する情報が，
式制下当時の姿を伝えている可能性を推測する。そして，その姿が，古代社会から中世社会への過
渡的段階であることを指摘する。
